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平
成
18
年
9
月
定
例
会
は
9

月
28
日
か
ら
10
月
18
日
ま
で
の
会

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
平
成
17
年
度

一般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
事
業

会
計
歳
入
歳
出
決
算
議
案
13
件
、

平
成
18
年
度一般
会
計
補
正
予
算

（
総
額
△
１
億
４
千
万
円
）・
平
成

18
年
度
特
別
会
計
・
事
業
会
計

補
正
予
算（
１
億
４
千
６
百
万
円
）

の
各
予
算
案
11
件
、条
例
の
改
定

案
な
ど
10
件
の
計
34
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。6
日

か
ら
11
日
に
か
け
て
は一般
質
問

に
13
名
の
議
員
が
登
壇
し
、12
日

か
ら
13
日
に
総
務
・
社
会
文
教
・

産
業
建
設
委
員
会
で
審
議
、最
終

日
18
日
に
は
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
・
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
に
同
意
し
、同
日
提
出
さ
れ
た

条
例
改
正
案
、議
員
発
議
に
よ
る

委
員
会
条
例
の一部
改
正
案
を
含

め
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
・

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対

し
て
決
議
を
行
い
、請
願
1
件
を

主
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

■
総
務
委
員
会

 

「
平
成
17
年
度
飯
山
市
一
般
会

歳
入
歳
出
決
算
案
」
の
関
係
部

分
を
は
じ
め
特
別
会
計
決
算
案

3
件
、「
平
成
18
年
度
一
般
会

計
補
正
案
」
の
関
係
部
分
を
は

じ
め
補
正
予
算
案
３
件
、「
議

会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
報
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
」
を
は
じ
め
条
例
案
４
件
、

「
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て
」
の
事

件
案
１
件
、「
専
決
処
分
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
18

年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
）」
の
関
係
部
分
に
つ
い
て
の

計
12
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
と
も

全
員
一
致
で
、
認
定
・
可
決
又

は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　
「
法
人
市
民
税
に
お
け
る
標

準
税
率
採
用
に
関
す
る
請
願
」

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
趣
旨

採
択
と
決
し
ま
し
た
。
審
議
の

中
で
「
厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
大
変
な
努
力
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
各
企
業
の
皆
さ
ん
の
こ
と

を
考
え
ま
す
と
、
趣
旨
は
十
分

理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

か
ね
て
か
ら
の
課
題
と
し
て
重

く
受
け
止
め
て
行
政
と
し
て
十

分
に
検
討
願
い
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
一
方
、
新
幹
線
駅

周
辺
整
備
事
業
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
、
中
学
校
の

統
合
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

移
転
等
、
大
型
事
業
を
控
え
る

中
で
、
時
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
鑑
み
る
に
、
何
と
か
今
し

ば
ら
く
ご
協
力
を
得
ら
れ
な
い

も
の
か
」
と
の
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

■
産
業
建
設
委
員
会

　
「
平
成
17
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
案
」
の
関
係
部
分

を
は
じ
め
、
特
別
会
計
・
事
業

会
計
決
算
案
6
件
、
水
道
事
業

関
係
歳
入
歳
出
決
算
2
件
、「
平

成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
」
の
関
係
部
分
、
下
水
道
事

業
関
係
補
正
予
算
3
件
、
水
道

事
業
関
係
補
正
予
算
2
件
、「
飯

山
市
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

の
条
例
案
１
件
、
及
び
「
専
決

処
分
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
18
年
度
飯
山
市
一
般
会

条
例
の
制
定
と

　
　
　
一
部
改
正

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法

及
び
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

通
勤
範
囲
の
改
定
等
を
行
う
も

の
。

○
飯
山
市
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ

ン
ト
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

飯
山
第
一
コ
ミ
プ
ラ
セ
ン

タ
ー
を
撤
去
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。

○
飯
山
市
国
民
保
護
協
議
会
条

例
　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
（
国
民
保
護
法
）

が
平
成
16
年
9
月
17
日
に
施
行

さ
れ
、
同
法
39
条
に
お
い
て
市

町
村
国
民
保
護
協
議
会
の
設
置

が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
飯

山
市
国
民
保
護
協
議
会
の
組
織

及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。

○
飯
山
市
国
民
保
護
対
策
本

部
及
び
飯
山
市
緊
急
対
処
事

態
対
策
本
部
条
例

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
（
国
民
保
護
法
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
飯
山
市
国

民
保
護
対
策
本
部
及
び
飯
山

市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

　

市
長
給
与

　
　
　

25
％
減
額

○
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
等

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
18
年
3
月
策
定
の
「
飯

山
市
の
自
立
の
た
め
の
計
画

書
」
に
基
づ
き
、
特
別
職
の
職

員
の
給
料
月
額
の
特
例
措
置
の

期
間
を
延
長
す
る
た
め
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

　

市
長
・
助
役
・
収
入
役
及
び

教
育
長
に
係
る
給
料
月
額
の
特

例
措
置
の
期
間
を
、
平
成
19
年

3
月
31
日
ま
で
に
改
め
る
。

　

市
長
25
％
、
助
役
18
％
、
収

入
役
16
％
、
教
育
長
16
％
が
引

き
続
き
減
額
さ
れ
、
支
給
さ
れ

る
。

 

常
任
委
員
会

　
　
　
審
査
結
果

　

副
議
長
の
退
任
に
あ
た
り
ま

し
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
16
年
の
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
み
な
さ
ま
方
の
温
か
い

ご
支
援
に
よ
り
副
議
長
の
要
職

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

以
来
2
年
間
、
至
ら
ぬ
点
が

多
々
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

曲
が
り
な
り
に
も
務
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
議
長
さ

ん
を
始
め
同
僚
議
員
の
み
な
さ

ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
物

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
心
よ
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

副
議
長
は
退
任
い
た
し
ま
し

て
も
、
今
後
も
さ
ら
に
市
民
の

み
な
さ
ま
方
の
代
弁
者
と
し
て

貢
献
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
っ
そ
う
の
ご
指
導
と
ご
べ
ん
た

つ
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
原
シ
モ

計
補
正
予
算
）」
の
関
係
部
分

事
件
案
3
件
の
合
計
16
議
案
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、「
平
成
17
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」

の
関
係
部
分
に
お
い
て
、
農
林

課
関
係
部
分
つ
き
ま
し
て
は
、

賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
又

は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　
■
社
会
文
教
委
員
会

　
「
平
成
17
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
案
」
の
関
係
部
分

を
は
じ
め
特
別
会
計
決
算
案
５

件
、「
平
成
18
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
」
の
関
係
部
分
を

は
じ
め
特
別
会
計
補
正
予
算
案

の
４
件
、「
財
産
の
譲
与
に
つ
い

て
」、「
専
決
処
分
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）
の

関
係
部
分
及
び
（
飯
山
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）」
の
専
決
処
分
事

項
の
事
件
案
３
件
の
合
計
12
件

で
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
全
員
一
致
で
認
定
・

可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
の
核
実
験
に

強
く
抗
議
す
る
決
議

　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）

は
、
10
月
９
日
、
地
下
核
実
験
を
実
施
し
た

旨
の
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
は
10
月
16
日
「
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
、
北
朝
鮮
が
９
日
に
地
下
核
爆
発
を
実

施
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
の
声
明
を
出

し
た
。
さ
ら
に
、
２
回
目
の
核
実
験
準
備
が

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
北
朝
鮮
の
行
動
は
、
常
軌

を
逸
し
た
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
強
い
憤
り

を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
安
全
保
障
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
定
に
直
接
か
か
わ
る
極
め
て
深
刻
な
問

題
で
あ
り
、
核
拡
散
防
止
に
努
力
す
る
国

際
社
会
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
。
世

界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
わ
が
国
に
と
っ

て
、核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
は
、

全
国
民
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

　

飯
山
市
議
会
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
め

ざ
し
、
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
い
る
飯
山

市
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
る
こ
の
暴
挙
を
、

断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

北
朝
鮮
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
再
び
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、強
く
抗
議
す
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　

平
成
18
年
10
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山
市
議
会

　

退
任
に
当
た
り
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
推
挙
い
た
だ
き
、
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
坂
原
副
議
長
を
は
じ
め
多
く
の
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
曲
が
り
な

り
に
ど
う
に
か
今
日
ま
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
議
会
の
あ
り
方
と
地
方
自
治
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
、少
子
化
時
代
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
考
え
る
中
、

議
会
も
少
数
精
鋭
の
削
減
を
決
定
し
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
作
り
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
議
会
に
努
力

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
議
会
と
市
民
の
間
に
は
距
離
感
が
あ
る
こ
と

を
多
く
の
市
民
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

机
上
の
議
論
で
な
く
、
市
民
と
と
も
に
汗
し
て
作
り

上
げ
る
議
会
の
方
向
へ
一
層
の
努
力
を
し
て
い
か
ね
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
の
新
し
い
指
導
者
も
決
ま
り
ま
し
た
が
、

広
域
の
中
の
信
頼
関
係
も
含
め
、
議
会
の
役
割
も
重
く
、

広
域
課
題
の
実
現
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
力
不

足
で
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
に

退
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
お

礼
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

功


